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【情報の概要】
No. 医薬品等 対策 情報の概要 頁

1

採血用穿刺器具（針
の周辺部分がディス
ポーザブルタイプで
ないもの）

○使

英国医薬品庁が英国の介護施設において発生したB型肝炎につい
て，採血用穿刺器具（針の周辺部分がディスポーザブルタイプでない
もの）との関係が疑われる旨を発表するとともに，ヘルスケア・ワー
カー（医療従事者）及びケア・ワーカー（介護従事者）に対し採血用
穿刺器具の使用に関して注意喚起を行ったところである。

わが国においては，既に，添付文書において「他の人と共用しない
こと」等と記載し，注意喚起を図っているところであるが，当該器具
の安全使用に万全を期すため，予防的措置を講ずることとし，添付文
書の「使用上の注意」の改訂等を指導したのでお知らせする。

3

2

アスピリン（腸溶錠
を除く）（川崎病の
効能を有する製剤）
他（５件）

○使

○症

前号（医薬品・医療機器等安全性情報No.223）以降に改訂を指導し
た医薬品の使用上の注意のうち重要な副作用等について，改訂内容，
参考文献等とともに改訂の根拠となった症例の概要に関する情報を紹
介する。

6

3

（1）塩酸ピペリドレ
ート他（７件）

（2）植込み型心臓ペ
ースメーカ及び
植込み型除細動
器（いわゆるス
マートキーシス
テムとの相互作
用）

使用上の注意の改訂について（その175） 26

4
市販直後調査対象品
目

平成18年５月１日現在，市販直後調査の対象品目一覧を紹介する。 30

○緊：緊急安全性情報の配布　○使：使用上の注意の改訂　○症：症例の紹介



（２）医療機器
前号（医薬品・医療機器等安全性情報No.223）以降に改訂を指導した医療機器の使用上の注意（本号の「１

採血用穿刺器具（針の周辺部分がディスポーザブルタイプでないもの）の取扱いについて」で紹介したものを

除く。）について，改訂内容をお知らせいたします。

１　植込み型心臓ペースメーカ及び植込み型除細動器（いわゆるスマートキーシステ
ム※との相互作用）

※いわゆるスマートキーシステム：キーを差し込む操作なしでドアロックの開閉やエンジン始動・停止ができるシステム

キーを差し込む操作なしでドアロックの開閉やエンジン始動・停止ができるシステムを搭

載している自動車等の場合，当該システムのアンテナ部から発信される電波が，植込み型

心臓ペースメーカ等の出力を一時的に抑制する場合があるので，以下の点に注意するよう

患者に指導すること。

本品を植え込まれた患者が当該システムを搭載した車両へ乗車する場合には，車両に搭

載されたアンテナ部から植込み部位を22cm以上離すこと。

なお，ドアの開閉時には，アンテナ部から電波が一時的に発信されるので，必要以上に

ドアの開閉を行わないようにすること。

運転手等が持つ車載アンテナとの通信機器（以下「携帯機」という。）を車外に持ち出す

など車両と携帯機が離れた場合，アンテナ部から定期的に電波が発信される車種がある

ので，本品を植え込まれた患者が乗車中には，携帯機の車外への持ち出しを行わないよ

うにすること。

駐車中においてもアンテナ部から定期的に電波が発信される車種があるので，車外にお

いても車に寄り掛かったり，車内をのぞき込む又は車に密着するような動作は避けるこ

と。

他の者が所有する自動車に乗車する場合は，当該システムを搭載した車種かどうか確認

すること。

［重要な基本
的注意（家電
製品・周辺環
境等に関する
注意）］
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